
火
山
血
同

M
静
六
M
M
H
t
-
同
-mhJユ
寓
・
優
位
S
3町
内

係

国

Z
m闘
『
倒
置
伺
》

開問問司帽圃
Fで田町";;

晴 園 田 再 司 開 暢

巷瓦+ニ揮第関

捨

醐

噛

意

公
諮
問
鵠
の
課
税

マ
ル
ク
ス
の
農
業
労
働
者
持
見
昨

i
ル
の
エ
ソ
ロ
ヂ

1
論
・

時

間

拾

胴

上
海
中
立
に
閲
す
る
一
考
察
-

抱

肌

古

池

宗
門
人
別
攻
制
度
の
沿
革

工
業
分
布
論
に
闘
す
る
文
献

僻

幅

縮

郎

精
一
脚
労
働
将
ご
摘
議
所
得
税
法
・
.

硝
逸
都
市
川
刊
乗
合
白
働
市
中
交
通
・

ス
ミ
ス
と
リ
ス
ト
ω
終

妥

捷

階

段

説

法

2

一

京
都
品
w
幽
大
同
干
経
済
皐
命
日
大
曾
記
事

法

人

F

一

持
制
蛮
骨
同
令
法
施
行
規
則

閣
情
整
由
党
帝
時
川

3
3正

不

良

宅

地

長

止

由

土

地

は

貸

惜

2
5出土
地

耳

慣

一
H
」

干T 哩~日 -F司-/:;&手工:::. :t'P If首

法

明

博

士

品
川
下
博
士

文

明

神

ゴ

一
Z
E
-
-
2
4

吋

ω
n
h
y
州
川

A
」

制
昨
叫
・
士

叫
川
必
川
川
上

1

1

i

J

一

1ム

~}~ 

部

時

半

寸
議

)j(河鼎11

岡 田 戸
庄 i

太嗣正 |唾

郎郎雄 11

時

オに

底

主

主佳

菊

田

太

郎

鼎

正

臨

上山 沙

問口見
藤
十 fJ三

郎男 雨

・



I ・・...、

t-

¥ 

ス
ミ
ス
ミ
リ
ス
ト
の
経
済

後
遺
階
段
説

上

田

藤

十

郎

キ

t
ル
大
串
駄
技
団
〈
自
出

E
E耳
氏
は
其
者

U
Z
』
E向
吉

岡

T

官

gr古
品
問
看

E
R
E『
内
問
者
百

2
R
r島
'
S
N
U

に
於
て
二
ア

F
ム・

ス
ミ
ス
ム
』
り
ス
ト
の
紐
掛
斑
温
階
段
肱
」
と
副
L
、
興
陣
あ
る
冊
拡
を
載
せ

て
品
る
。
被
は
肱
前
文
に
於
て
、
ス

S
ス
山
岡
商
胸
よ
切
断
多
由
寧
句

k

引
川
し
、
之

t
M
ス
ト
由
蜘
揖
斑
謹
階
段
院
と
併
行
比
較
L
、
共
旧
制
似

自
動
あ
る
を
指
摘
し
、
以
て
，
九
ト
の
組
曲
開
設
誼
附
政
院
は
ス
事
ス
に
そ

の
醐
芽
止
政
せ
る
も
の
な
る
べ

t
と
主
魁

L
て
ゐ
る
。
私
は
戎
に
彼
自
研

究
世
相
刷
用
止
何
舟

L
宇
う
と
思
'
針
。

「
我
々
は
ア
ダ
ム
・
且
ミ
旦
に
於
り
る
一
理
拾
を
、
多

{
の
引
川
匂
全
集
め
る
事
に
よ
っ
て
論
詮
し
ゃ
う
ピ
し

て
も
、
見
ミ
旦
仁
於
け
る
凡
ぺ
て
の
事
柄
が
一
般
的
に

論
設
せ
ら
れ
る
古
い
ふ
静
で
も
な
い
か
ら
、
か
、
る
企

を
な
す
事
が
危
険
で
あ
る
事
は
充
分
承
知
し
て
ゐ
る
o

世
冒

t
、
FBω
は

J
F
H
r
m
a
E
o
g沖
ロ

E
g
-
o
F
E

a
B
E
E
F
印

-
q
に
於
て
、
経
憐
階
段
仁
閲
す
る
思

想

が

、

阪

に

、

印

H
O
R
r
(の
0
5
ι
!開
n
o
s
邑
O
唱

o
r民
A
臣
、

岡
田
M
M

の
筋
三
容
一

O
一
ニ
頁
、
エ
ハ
九
頁
奉
照
。
従
つ

τ
9
九
ト
は
税
つ

τ論
ザ
ら
れ

τ
ゐ
る
か
も
知
れ
向
。
)

に
存
在
せ
る
事
を
秘
め
て
ゐ
る
。
そ
ニ
で
余
は
A

Y

ム

見
に
刺
訓
臥
せ
ら
れ
、
此
方
而
仁
於
け
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

子
ぜ
研
究
L
た
結
川
市
、
続
演
階
段
仁
閲
す
る
非
常
に
多

(
の
章
句
を
俊
見
L
た
か
ら
、
そ
れ
を
此
臓
に
引
川
す

る
の
欄
値
ゐ
る
事
を
俊
見

L
た
の
で
あ
る
。
回
よ
b
A

韓

崎

ス
ミ
九
と
リ
ス
ト
由
割
前
艶
謹
階
段
肱

ミ
且
に
於
り
る
思
想
は

F
λ
ト
に
於
げ
る
川
町
如
〈
根
本

的
意
義
を
有
し
な
か
っ
た
事
は
注
意
し
な
り
れ
ば
な
色

刷
。
併
し
F
Z
ト
の
各
経
済
階
段
設

t
z
z
z
の
思
想

芭
が
如
何
じ
締
令
し

τゐ
る
か
は
次
に
示
す
所
仁
よ
っ

て
明
か
で
あ
ら
う
。

A
、
9
ス
ト
の
狩
狐
及
漁
業
時
代

最
低
最
未
聞
の
枇
曾
欣
態
に
あ
る
狩
破
民
族
(
困
・

富
論
キ
ヤ
ナ

y
版
第
二
審
一
人
六
百
)

，
枇
曾
の
第
一
期
卸
ち
狩
獄
民
の
時
代
{
同
上
第
一
}
・

程
二

O
五百
H
)

B
、
P
Z
干
の
牧
畜
時
代

是
よ
・
り
は
一
見
に
進
歩
し
た
枇
曾
航
般
仁
ゐ
る
牧
羊

民
族
聞
に
於

τは
・
・
(
岡
上
第
二
宏
一
人
六
一
日
)

枇
曾
の
第
二
期
的
も
牧
羊
良
川
り
時
代
(
同
上
第
二

審
二

O
五
頁
)
。

官
、
財
産
の
不
平
等
が
先
つ
最
初
仁
起
る
は
、
枇

晶
目
の
第
二
期
た
る
牧
羊
民

ω時
代
に
於
ー
で
あ
る
。

(
同
上
第
二
巻
ニ

O
七
頁
)

C
、
P
A
ト
山
農
業
時
代

克
仁
一
府
進
歩
せ
る
枇
晶
開
放
踏

部
二
十
買
告

一
四
三

HelanderはlJasel豚 lり引mt..てゐるが私同値宜上 Canan豚ιよワた.1) 

h

剖
も
牧
羊
民
の

11> 

輯

四

し



ス
ミ
見
と
り
λ

ト
白
紐
構
盛
諮
問
段
詑

時
代
よ
り
も
一
屠
進
歩
せ
る
枇
舎
を
拐
す
。
同
上
第

三
容
一
入
六
頁
)
を
出
現
し
、
然
か
も
殆
ん
ど
外
国

貿
易
が
行
は
れ
や
，
、
叉
殆
ん
ど
各
私
人
の
家
族
が
自

家
用

ω鋳
に
の
み
調
製
す
る
組
末
な
自
家
製
遺
品
の

外
は
、
他
に
何
等
の
製
造
品
の
存
在
せ
ざ
る
枇
曾
が

出
現
す
る
。
か
、
る
枇
曾
の
農
民
民
族
の
問
に
於

τ

は
、
各
人
は
戦
士
記
b
、
或
は
容
易
に
戟
士
吉
な

る
o
農
業
に
よ
h
て
生
活
す
る
人
々
は
、
身
を
四
時

の
寒
暴
風
雨
に
曝
し

τ
一
般
に
戸
外
で
終
日
を
過

す
O

(

同

上

第

二

港

一

入

入

頁

)

一

D
、
y
z
ト

の

農

工

業

時

代

一

彼
等
の
土
地
の
剰
線
生
産
物
の
不
断
の
増
加
は
、
一

(
彼
等
正
は
農
業
民
族
を
指
す
。
同
上
第
二
容
一
-
六
一

入
頁
)
普
通
利
潤
率
を
以
て
土
地
の
改
良
及
耕
作
に
一

使
用
さ
れ
得
可
き
よ
り
も
、
一
屠
大
な
る
資
本
を
、

或
期
間
後
に
は
創
遣
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し

τ此
資

本
中
の
剰
品
開
部
分
は
、
自
園
内
に
於
て
工
匠
及
製
品
屯

者
を
使
用
す
る
事
に
、
自
然
的
に
鴨
向
苫
れ
る
で
あ

ら
う
O

(

同
上
第
二
審
一
六
九
頁
)

E
、

y
A
ト
の
農
工
商
時
代

雑

録

第
二
十
五
容

一
四
四

岡
田

第
一
統

技
術
及
熟
維
の
漸
衆
的
改
良
に
因
る
比
等
農
業
国

民
の
製
造
品

ω低
廉
な
る
事
は
、
或
期
間
後
に
は
、

そ
の
販
路
九
宮
内
園
市
場
外
に
撹
張
し
、
此
製
造
ロ
聞
を

多
C
の
外
闘
市
場
に
轍
迭
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し

τ

此
製
造
品
は
、
此
等
外
岡
市
場
か
ら
、
是
正
同
様
に

し
て
漸
次
に
、
か
、
る
商
業
国
民
の
製
造
品
中
の
多

〈
の
も
の
を
編
逐
す
る
で
あ
ら
う
。
(
岡
上
第
二
審

一
六
九
頁
)

C

E

、
農
業
時
代
よ
b
良
一
ム
商
時
代
へ

其
放
に
事
物
の
自
然
的
成
行
に
従
へ
ば
、
隆
昌
膨

践
し
っ
、
あ
る
各
枇
曾
ゆ
資
本
の
大
部
分
以
、
第
一

に
は
農
業
に
向
け
ら
れ
、
次
で
裳
品
位
製
治
業
じ
向
M
叫

ら
れ
、
而
し

τ最
後
仁
外
国
貿
易
に
向
け
ら
る
。
而

し
て
事
物
の
此
順
序
た
る
や
、
極
め
て
自
然
的
の
も
・

の
に
し

τ、
従
っ
て
荷
〈
も
領
土
を
有
せ

L
各
一
枇
曾

に
於

τは
、
確
仁
、
其
程
度
に
大
小
強
弱
の
差
こ
そ

あ
れ
、
兎
に
角
或
程
度
に
於

τ、
常
に
観
察
さ
れ
て

ゐ
た
事
柄
で
あ
る
。
き
れ
ば
相
蛍
の
都
曾
が
建
設
せ

ら
れ
得
る
以
前
に
、
彼
等
の
土
地
の
或
部
品
川
は
耕
作

さ
れ

τ居
た
じ
相
違
な
〈
、
ヌ
彼
等
が
自
ら
外
岡
貿

， ~. 
， .'ー..



一一一一一一一

易
に
従
事
し
や
う
な
ど
ご
考
へ
っ
き
得
る
以
前
に
、

既
に
或
械
の
粗
雑
な
工
業
的
性
質
を
有
す
る
産
業
が

是
等
り
都
舎
に
於
て
傍
ま
れ
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
。

{
同
上
第
一
審
三
五
九
頁
)

A
l
E
、

p
ス
ト
の
狩
猿
及
漁
獄
時
代
よ
b
農
工
商

時
代
へ

通
常
稀
せ
ら
る
、
知
(
、
狩
獄
人
や
牧
羊
者
の
未

開
枇
曾
に
於

τは
、
又
更
に
製
造
業
の
改
良
或
は
外

周
貿
易
の
嫌
張
よ
h
も
以
前
仁
存
在
す
る
原
始
的
農

耕
放
践
に
於
け
る
農
民
の
未
開
枇
曾
に
於
て
す

-R

-
(
同
上
第
二
容
二
六
人
頁
)

余
は
此
等
の
論
訟
に
よ
っ
て
、
の
・
同
九
山
E
O司
令
B
F
F
E
E

注
目

r
g
N
Z
司
円
・
ピ
件
)
及
び
特
に
戸
包

g
Eロ

(
N
C
円

何

回

E
E
E四

E
E
Z
o
E
p
r
o
g
B
P
R
F
B

E
号
胃

o
p
p・
EE)に
輿
み
し
ゃ
う
ご
欲
し
な
い
。

何
己
な
れ
ば
、
彼
等
以
9
1
ト
の
批
判
を
な
す
に
嘗
っ

て
、
こ
れ

J
¥の
思
想
は
阪
に
何
蕗
hr
で
品
目
表
さ
れ
て

ゐ
た
も
の
で
あ
る
や
否
ゃ
に
、
俄
h
，
強
〈
拘
泥
し
た
る

の
傾
向
が
ゐ
h
J
、
而
も
こ
の
事
た
る
や

P
A
ト
の
如
き

強
き
個
性
の
判
断
を
誤
ら
し
む
る
農
が
あ
る
か
ら
で
あ

録

丸
、
毛
九
之
ヲ
ス
ト
の
嗣
掛
韓
議
階
段
詑

轄

る
。
乍
然
、
か
の
ヨ
ヨ
冊
。
滋
授
正
回
白
n
r
q
の
論
争

に
於

τ、
経
済
費
建
階
段
創
始
の
問
題
が
徹
底
的
に
議

論
さ
れ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
此
論
文
も
亦
怨
色
{
何
等

か
の
意
義
を
有
す
る
も
の
芯
認
め
ら
れ
て
然
る
4

、きで

あ
ら
う
。
殊
に
本
論
文
仁
一
於
て
は
経
済
畿
謹
階
段
読
一

般
の
思
想
を
問
題
に
し

τ居
る
か
ら
で
あ
Z
。

前
掲
A
よ
b
C
迄
の
引
用
章
句
は
、
た
芭
ヘ
モ
の
思

怨
が
他
の
場
合
に
於

τ、
反
覆
叙
話
さ
れ
て
居
る
に
し

て
も
、
ス
ミ
旦
の
著
作
の
多
少
皮
相
的
部
分
、
卸
も
軍

事
正
司
法
制
度
に
関
す
る
章
よ
h
引
り
る
も
の
な
る
事

を
我
々
は
認
め
る
。

反
之
、
工
業
が
先
づ
俊
逮
し
、
後
に
至
っ

τ初
め

τ

外
岡
商
業
が
後
進
す
る
Z
の
思
想
は
、
旦
ミ
ー
の
健
五
市

の
橋
め
て
中
心
的
部
分
よ
h
費
し
て
ゐ
る
。

何
れ
に
す
る
も
、
上
越
の
引
用
句
に
よ
b
、
9
2
F

の
経
済
階
段
設
の
異
質
な
る
萌
芽
的
思
想
は
ア
ダ
ム
-

R

ミ
ス
に
あ
h
z
語
明
せ
ら
る
、
へ
〈
、
そ
の
思
怨
が
A

ミ
ス
の
鱒
系
に
岨
到
し
て
根
本
的
意
義
を
有
す
る
や
否
ゃ

を
問
ふ
の
必
要
は
な
い
ご
の
結
論
を
な
す
仁
充
分
で
あ

る
Z
V
っ
て
差
支
な
い
。
」

第
二
十
五
嘩

四
豆

第

韓

四
五

， '.・
，-.~..." 
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へ
ラ
V
ダ

1
教
授
の
所
設
は
右
の
如
く
簡
四
早
な
も
の

で
あ
る
が
、
P
A
ト
の
設
が
巣
し
て
そ
の
盟
関
剣
な
b
や

否
や
の
問
題
に
劃
し
一
つ
の
石
を
投
す
る
も
の

Z
し
て

注
目
す
4

き
も
の
で
あ
る
。

元
来
、

9
1
ト
が
か
の
経
済
畿
遠
の
階
段
を
研
究
せ

る
は
、
彼
が
商
業
政
策
の
研
究
を
な
す
仁
嘗
b
、
時
Z

所
Z
に
慮
じ
て
遁
賞
な
る
政
策
を
樹
つ
る
峰
崎
に
は
、
歴

史
を
鑑
み
る
必
要
あ

b
z
L
τ
経
済
後
逢

ω階
段
を
考

究
し
た
の
で
あ
る
。
従
つ

τ経
済
畿
蓮
階
段
其
れ
自
身

は
研
究
の
目
的
で
は
な
か
の
柁
が
、
秩
序
的
組
織
的
に

各
時
代
よ
b
突
の
時
代
へ
の
措
置
還
を
考
へ

τゐ
品
。
然

る
に
且
ミ
且
に
あ
っ

τは
、
前
掲
へ
ラ

y
ダ

1
数
授
が

引
用
せ
る
章
句
其
他
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
、
比
貼
Mr

甚

r陵
昧
で
ゐ
る
o

郎
も
狩
独
時
代
、
牧
畜
時
代
を
経

て
農
業
時
代
ご
な
b
、
農
業
が
成
程
度
迄
畿
達
す
れ
ば

農
業
に
集
中
せ
ら
れ
ロ
る
資
本
は
工
業
仁
向
け
ら
れ
、

突
で
外
国
貿
易
仁
向
り
ら
れ
る
・
己
云
ム
仁
一
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。
而
も
此
過
程
た
る
や
自
国
領
土
以
外
に
植
民

地
を
有
す
る
闘
に
し
て
然
る
の
で
あ
っ

τ、
凡

τ
の
枇

x 

ぜ系《

〆

!l 

i

，，? 
J
 

悠
二
十
五
巻

ー
固
，、

第

蝶

?
四
六

曾
が
か
(
の
如
き
脅
這
階
段
ぞ
経
過
す
る
も
の
で
あ
る

芭
主
張
す
る
の
で
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

次
に

p
z
-
P
は
そ
の
著
巴
2
2
E
o
E
F
印
官
官
自

仏
耳
切
色
町
民
民

Z
ロ。。
r
s
o自由
0

・
5
士

2

に
於
て
、
『
国
民

経
済
は
階
段
的
に
後
遺
し
て
行
{
も
の
に

L
て
、
欧
洲

仁
一
於
て
数
世
紀
を
通
じ
て
行
は
れ
た
る
道
程
は
拘
野
績

の
賦
蝕
よ
hz
牧
賓
の
状
態
に
進
み
、
兎
に
農
業
の
状
態

に
入
与
、
ぞ
れ
よ
b
工
商
業
の
賊
践
に
進
h
u

も
の
な

.
h
o」
ご
設
さ
、
彼
は
欧
洲
の
事
例
を
基
礎
正
し

τ研
涜

せ
b
z
一
五
へ
る
も
、
出
宮
内
宮
自
ι
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

寅
は
英
国
の
歴
史
を
基
礎
ご
し
て
階
段
設
を
樹
立
せ
る

も
の
、
如
〈
で
あ
る
o
反
之
、
ー
ミ
旦
は
そ
の
宮
崎
の

各
国
の
蚊
践
を
地
理
的
に
比
較
研
宛
し
て
ゐ
る
。
例
へ

ば
狩
滋
民
内
事
例
に
は
北
ア
メ

F
カ
の
土
入
、
牧
羊
民

の
事
例
に
は
縫
鞄
入
、
ア
ラ
ピ
ヤ
人
を
引
用
せ
る
が
如

き
は
、
両
者
の
研
究
方
法
並
に
意
岡
仁
於
て
、
明
か
仁

差
遣
の
存
せ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

而
し
て
旦
ミ
月
も
9
Z
-
P
も
共
に
生
産
の
形
態
よ

b

経
済
枇
曾
の
脇
田
遣
を
観
察
せ
る
事
は
明
か
で
あ
る
が
、

此
方
面
4
h
経
済
の
費
誌
を
観
察
晶
す
る
の
方
法
が
古
〈
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よ
b
出
引
は
れ
て
ゐ
た
事
は
・
世
人
の
汎
〈
知
る
所
で
あ

っ
て
、
印
も
〉
乱
闘
再
O
民
0
.
は
そ
の
著
H
V
O
一
民
自
仁
於

τ

諸
人
民
を
牧
羊
者
、
農
耕
者
、
海
服
、
漁
魚
者
、
狩
識

者
に
国
別

I
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
こ
の
匝
別
は
卒
面
的

糊
察
で
あ
っ

τ、
続
演
の
島
田
港
階
段
芭
云
へ
る
重
責
的

槻
察
で
は
な
い
。
其
後
十
人
世
紀
に
及
ん
で
月
ミ
旦
正

殆
ん

E
時
hr岡

ιう
し

τ、
受
蘭
り
町
耳
切
届
O
ロ
の
著

作
に
も
此
思
想
が
み
ら
は
れ
て
ゐ
る
(
問
自
身
。
ロ
昏
何

回貯円
o
q
o『
号
己

moan予
ミ
今
)
。
叉
働
蘭
西
の
の
O
中

仏

O
R
E
百
円
自
由
M
仰の同

E
ι
・E
Z
E自
白
血
内
協
同
同

o
q日
常

可
何
者
長
官
自
弘
ロ

P
r
q
a
E民
o
p
q
u
u
)
は
人
舶
の
進

歩
を
十
階
段
に
分
も
そ
の
始
め
の
三
階
段
は
、
漁
独
時

代
、
牧
畜
時
代
、
農
業
時
代
で
あ
る
芭
論
じ
て
ゐ
る
。

慌
つ
τ
9
2
ト
の
階
段
裁
を
以
て
底
も
に
且
ミ
ス
の
思

想
を
樽
回
し
た
も
の
で
あ
る

Z
は
い
へ
な
い
。

併
し
乍
ら
9
ス
ト
の
諸
研
究
が
自
由
主
義
吉
保
守
主

義
卸
も
英
問
主
義
吉
大
陸
主
義
ピ
の
思
想
的
闘
守
よ
b

生
れ
出
た
も
の
で
あ
っ
て
、
常
時
政
策
上
、
思
想
上
に

重
大
な
る
影
響
を
及
せ

L
ス
ミ
旦
の
思
想
を
宜
接
間
接

に
受
容
し
て
ゐ
た
事
は
議
凶
聞
の
事
情
よ
b
し
て
首
肯
し

得
ら
る
、
一
助
で
あ
る
。
此
の
故
に

p
z
ト
が
旦
ミ
A

の

影
響
又
は
示
唆
に
よ
っ
て
此
の
階
段
設
を
樹
て
た
に
し

て
も
、
か
の
往
年
プ
V

V

4

グ
殺
穫
が
?
ピ
ュ

y
E
+
1

棒
京
都
帝
聞
大
事
組
済
担
骨
大
官
胞
事

錐

の
階
段
設
は
印
ognvo円
聞
の
思
怨
仁
基
{
も
の

ε
L、

財
貨
流
通
の
過
程
の
長
短
に
よ
る
階
段
競
樹
立
者
向
る

の
王
冠
を
ピ
品
ヅ
ヒ
ャ

1
よ
b
奪
は
ん
正
せ
し
鍾
に
倣

ο、
生
産
の
形
態
よ
b
観
察
せ
る
続
務
品
目
途
階
段
設
創

始
的
功
を
旦
ミ
旦
一
人
に
蹄
せ
し
め
ん
t
す
る
必
要
は

な
い
で
あ
ら
う
。
叫
ノ
ス
ト
が
之
を
一
の
階
段
説
正
し

て
、
而
も
最
初
の
階
段
詑
正
し
て
組
織
立

τた
る
の
功

を
忘
れ
で
は
な
る
ま
い
。


